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広島文化学園大学・短期大学×大手前大学・短期大学

合同研修会「IR・DXの学内普及に関する取り組み事例報告」



DX戦略

本学のDX事業計画

中長期計画（2020-2025年度） ～抜粋～

8

事務業務としては、各部署で自
ら手を挙げた人がDX担当者とし
て任命され、業務効率改善につ
いて議論・提案を行っている



PROGテスト

・専攻・専門に関わらず、大卒者として社会で求められる汎用的な能力・態
度・志向（ジェネリックスキル）を「リテラシー」と「コンピテンシー」の2側面
から測定するアセスメントツール

・全学部の学生が受験（現在1・2年次生が対象、今後全学年で実施予定）

リフレクション

・全学部の総合科目（コア教育）の必修授業で実施
（経営学部の専攻科目の必修授業でも実施）

教育データのDX化一例

PROG結果とリフレクションデータをeポートフォリオへ蓄積

「eポートフォリオ」へ蓄積して学修成果の可視化を図る9



学修成果の可視化 『eポートフォリオ』

総合学修システム「el-Campus」
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PROGの結果
eポートフォリオ ＞ リフレクション ＞ PROG受験結果

リテラシーとコンピテンシーの
各能力のレベルを把握する
PROGマイページ画面は前年度実施分しか確
認できないが、4年間の受験結果を可視化する
ことで1on1面談において教員と学生の対話を

通じたリフレクションを促す
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授業のリフレクションについて
eポートフォリオ ＞ リフレクション 特定の科目について

学生は各回の受講後に、
自身の変化・成長・気づき

をまとめる
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・学生は、卒業までの4年間のPROGテストの結果や授業のリフレク
ション記録をeポートフォリオへ蓄積することで、何時でも何処でも自
己理解を深めることが可能となる

・教員は、学生個々の可視化されたデータをeポートフォリオで確認
することが可能となり、評価および学修計画アドバイスが可能となる

・当該データに基づき、教育課程を改善する検討材料の一つとする

『eポートフォリオ』による教育効果
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